
農林水産省は2026/2027シーズンも国内へのウイルス侵入リスクは高いと判断し

ています。以下の対策の徹底をお願いします。

毎日の健康観察による早期発見・早期通報の徹底

家きん舎専用長靴・衣服の使用

家きん舎に入る前後の手指消毒・長靴消毒の徹底

餌こぼれはすぐに片付けるなど、農場への野鳥誘引防止対策の強化

家きん舎の破損箇所の点検と早期修繕

ネズミ・野生動物の侵入防止対策

消毒薬や防疫資材の事前確保
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家畜や家きんが暑さを感じ始める温度

牛：約19℃ 豚：約22℃ 鶏：約26℃

引用：農研機構

お し ら せ

HPAI疫学調査報告書の概要～2025/2026シーズンの発生状況と今後の対策～

農林水産省から、2025/2026シーズンの高病原性鳥インフルエンザに係る疫学調査報

告書が公表されました。報告書では、発生農場における侵入リスクや発生予防のポイ

ントが整理されています。報告書の概要を紹介しますので、来シーズンに向けた対策

の参考としてください。

引用：農林水産省HP

消毒薬を効果的に使うために、

正しいのは次のうちどれでしょう？

①消毒の前に汚れ（有機物）を取り除く

②酸性とアルカリ性の薬を混ぜて使う

③消毒液を冷たい水で希釈する

か ほ
ク イ ズ

●人を介した侵入

・手指消毒の未実施、専用靴の不使用など、家きん舎出入り時の衛生管理の不備

●野生動物の侵入

・家きん舎壁面の破損部分や隙間などからの野生動物の侵入

➞クマネズミの体表や気管、肺などからウイルスが検出されていることから、

クマネズミが農場内でのウイルス拡散に関与した可能性

●粉塵・羽毛等による侵入

・汚染された粉塵や羽毛等により、ウイルスが農場内に持ち込まれた可能性

高病原性鳥インフルエンザ対策の基本は、「入れない」「持ち込まない」「見逃さない」こ

とです。特に家きん舎の点検・補修、出入り時の消毒、野生動物対策、死亡羽数の毎

日の確認を徹底し、異状を認めた場合は速やかに当所への連絡をお願いします。

推定される侵入要因

来シーズンに向けた提言

家保からのお願い

25/26シーズンにおける
高病原性鳥インフルエン
ザの発生に係る疫学調査
報告書（農林水産省HP）
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クイズの答え：①
排せつ物や飼料などの有機物により病原微生物に消毒薬が接触できなくなり、十分な効果を得られなくなることがあ
ります。また、消毒薬の種類によっては殺菌効果が著しく低下したり、消毒薬が有機物を凝固させてしまうこともあ
ります。消毒前の清掃・洗浄を徹底しましょう。

消毒薬は適切に使用しましょう

家畜の健康の維持や病原体の侵入を防ぐために日常的に消毒を行う必要があります。

消毒薬を効果的に使用するため、あらためて以下の点について確認してみましょう。

適切な種類と量の消毒薬を使用する

目的の病原体に対して効果のある消毒薬を選択しましょう。消毒薬を希釈する

際には、容器や添付文書に記載されている用法用量を守りましょう。

消毒前に有機物を取り除く

家畜の排せつ物や飼料などの有機物は消毒薬の効果を低下させます。消毒前は

清掃・洗浄を徹底しましょう。特に長靴の踏み込み消毒は、汚れを落としてから

行うことが重要です。また、踏込み消毒槽内の消毒液は毎日交換しましょう。

作用時間、作用温度、pHを確認する

十分な消毒効果を得るには、十分な消毒時間と、適切な温度（20℃以上）、薬

剤に応じた適切なpH域での使用が重要です。酸性とアルカリ性の消毒薬を併用

したり、希釈する水の温度が低いと効果が減弱するので気をつけましょう。

消毒薬の種類

アルコール類 アルカリ 逆性石鹸 酸化剤

エタノール等 消石灰 4級アンモニウム塩 ハロゲン塩製剤

病
原
体
の
分
類

マイコプラズマ ○ ○ ○ ○

炭疽菌など（グラム陽性
菌）

○ ○ ○ ○

ブルセラ症、家きんコレ
ラなど（グラム陰性菌）

○ ○ ○ ○

豚熱、アフリカ豚熱、
鳥インフルエンザ

○ ○ △ ○

口蹄疫、ロタウイルス × △ × ○

コクシジウム ×
△

（石灰乳は効果有）
× ×

消
毒
薬
へ
の
耐
性

強

弱

豚病抗体調査の結果

５月から６月までの間、肥育豚を対象に豚病抗体調査を実施しました。オーエス

キー病（AD）は昨年度に引き続き全頭陰性で都内の清浄性が維持されています。豚

胸膜性肺炎（App）は45.9％と、昨年度（42.2％）と比較して微増しました。Appは

ワクチン抗体と区別して判定できるため、陽性は本疾病に感染したことを示します。

調査結果から現在肥育中の個体でも激しい肺炎を起こすリスクがあることが予想さ

れます。その他の疾病の抗体調査結果は以下の表のとおりです。今後も衛生管理を

徹底し、疾病の低減を目指しましょう。

表：豚病抗体調査結果（肥育豚98検体）

AD PRRS※ MPS※※ App

陽性 0％ 25.5％ 63.3% 45.9%

疑陽性 0％ 0％ 3.1% 2.0%

陰性 100% 74.5% 33.7% 52.0%

引用：畜産分野の消毒ハンド
ブック（中央畜産会）

※豚繁殖・呼吸器症候群
※※マイコプラズマ性肺炎

消毒薬に関してご不明な点があればかかりつけの
獣医または当所へご相談ください！
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